
様式第１号（第５条関係） 

令和○○年○○月○○日 

 

住宅耐震化促進事業補助金交付申請書 

 

芦屋市長  宛 

                （申請者）（〒659－8501） 

 住所 兵庫県芦屋市精道町 7 番6 号 

 氏名 芦屋マンション管理組合 

芦 屋  太 郎    

                 （上記代理人）（〒659－8501） 

 住所 兵庫県芦屋市精道町○番○号 

 氏名 ㈱精道建築設計事務所 

建 築  一 郎   

                 （連絡先の電話番号 0797-○○○-○○○○） 

                 （連絡先の FAX 番号 0797-○○○-○○○○） 

 

 

芦屋市住宅耐震化促進事業(分譲共同住宅耐震化アドバイザー派遣補助)を下記のと

おり実施したいので、補助金 ３０，０００ 円を交付願いたく、芦屋市住宅耐震化

促進事業実施要綱第５条の規定により、関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

１ 事業の内容及び経費区分（別記収支予算書） 

 

２ 事業の着手予定年月日    令和○○年□□月□□日 

  事業の完了予定年月日    令和○○年△△月△△日 

 

３ 添付資料 芦屋市住宅耐震化促進事業実施要領の別表のとおりとする。 

本人申請の場合記入なし。 

郵便番号も忘れず記入 

受付窓口へ提出する日付を記入 

交付申請書（分譲共同住宅耐震化アドバイザー派遣補助 ） 

工事代金の 

支払予定日を記入 

工事業者との契約予定日を記入 

※交付申請日より後の日付 

※契約は交付決定日以降に行う必要が

あります 

収支予算書等との整合 



別 記 

 

収 支 予 算 書 

 

 

１ 収入の部 

科目 予算額 摘要 

 補助金 ３０，０００円  

 自己資金 ５０，０００円  

   

   

計 ８０，０００円  

 

 

 

２ 支出の部 

科目 予算額 摘要 

分譲共同住宅耐震化 

アドバイザー派遣費 
８０，０００円 

全体見積額  

１００，０００円 

   

   

   

計 ８０，０００円  

 

（注）１ 収支の計はそれぞれ一致する。 

   ２ 補助金は、見込み額を記入する。 

３ 支出の部の摘要欄には補助対象外も含めた額（契約額）を記入すること。 

４ 業者からのキャッシュバックやクーポン券等の実質的な値引き額は補助

対象外となる。 

補助対象外以外も含めた額 

補助対象金額を記入 

補助事業における消費税及び地方消費税相当

額が仕入れに係る税額控除の対象となる事業

主体の場合、補助金に係る仕入れに係る消費

税等相当額を補助事業に要する経費から減額 



様式第建分譲１号 

分譲共同住宅概要書 

補助対象 分譲共同住宅耐震化アドバイザー派遣補助 

申
請
者
等 

申請者氏名 
 芦屋マンション管理組合    芦 屋  太 郎    

 TEL 0797-○○○-○○○○      

申請者住所 兵庫県芦屋市精道町 7 番6 号 

分
譲
共
同
住
宅
の
概
要 

所在地 兵庫県芦屋市精道町 7 番6 号 

築年月 昭和５１年１０月頃竣工 

専用部分の数 

（住戸数） 
   ５０  戸 

階数 地上  １０ 階  地下 １ 階 

構造 
１ 木造  ２ 鉄骨造   ３ 鉄筋コンクリート造 

４ 鉄骨鉄筋コンクリート造 ５ その他（      ） 

設計図書の有

無 
■ 有 □ 無 

相
談
業
務
等 

相談回数  １ 回目（限度 5回） 

相談に要する

経費 
  ８０，０００ 円 

相談種別 

□ 耐震化に関する技術的な事項 

■ 耐震化に関する区分所有間の合意形成を円滑にするた

めに必要な事項 

相談経緯 

建物の状況やアドバイザー派遣を希望されるに至った経過 

○○○△△△××× 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 

様式第７号（第１１条関係）                  

令和○○年▽▽月▽▽日 

 

住宅耐震化促進事業実績報告書 

 

芦屋市長  宛 

                （申請者）（〒659－8501） 

 住所 兵庫県芦屋市精道町 7 番6 号 

 氏名 芦屋マンション管理組合 

芦 屋  太 郎   

                 （上記代理人）（〒659－8501） 

 住所 兵庫県芦屋市精道町○番○号 

 氏名 ㈱精道建築設計事務所 

 建 築  一 郎  

                 （連絡先の電話番号 0797-○○○-○○○○） 

                 （連絡先の FAX 番号 0797-○○○-○○○○） 

 

 

令和○○年××月××日付け×××第１２３４号をもって交付決定のあった、芦屋

市住宅耐震化促進事業に係る工事を下記のとおり実施したので、芦屋市住宅耐震化促

進事業実施要綱第１１条の規定により、その実績を報告します。 

記 

１ 事業の内容及び経費区分（別記収支決算書） 

２ 事業の着手年月日   （令和○○年□□月□□日） 

令和○○年◎◎月◎◎日 

  事業の完了年月日   （令和○○年△△月△△日） 

令和○○年＃＃月＃＃日 

 

３ 添付資料 芦屋市住宅耐震化促進事業実施要領の別表のとおりとする。 

 

 

受付窓口へ提出する日付を記入 

交付申請書に記載した日付を記入 

実際の契約日(契約書の日

付)、代金支払日（領収書の日

付）を記入 

契約日は交付決定日以降の日 

実績報告書（分譲共同住宅耐震化アドバイザー派遣補助） 

郵便番号も忘れずに記入 

交付決定通知日と番号を記入 



別 記 

 

収 支 決 算 書 

 

 

１ 収入の部 

科目 予算額 摘要 

（補助金） 

補助金 

（３０，０００円） 

３０，０００円 
 

（自己資金） 

自己資金 

（５０，０００円） 

５０，０００円 
 

（         ） 

 

（         ） 

 
 

（         ） 

 

（         ） 

 
 

計 
（８０，０００円） 

８０，０００円 
 

 

 

 

２ 支出の部 

科目 予算額 摘要 

（分譲共同住宅耐震化 

アドバイザー派遣費） 

分譲共同住宅耐震化 

アドバイザー派遣費 

   （８０，０００円）         

   ８０，０００円 

全体見積額  

１００，０００円 

（         ） 

 

（         ） 

 
 

（         ） 

 

（         ） 

 
 

（         ） 

 

（         ） 

 
 

計 
（８０，０００円） 

８０，０００円 
 

 

（注）１ 収支の計はそれぞれ一致する。 

２ 申請内容を上段に（  ）書き、実績を下段に記入する。 

３ 支出の部の摘要欄には補助対象外も含めた額（契約額）を記入すること。 

４ 業者からのキャッシュバックやクーポン券等の実質的な値引き額は補助

対象外となる。 

注意！決算書です 

合計金額は、契約書・領収書記載の金

額と同じになります。 

※契約書と領収書の金額は同じであ

る必要があります。 

補助対象金額を記入 

補助事業における消費税及び地方消費税相当

額が仕入れに係る税額控除の対象となる事業

主体の場合、補助金に係る仕入れに係る消費

税等相当額を補助事業に要する経費から減額 



 

 

様式第１１号（第１５条関係） 

 

住宅耐震化促進事業補助金請求書 

 

金  ３０，０００  円也 

 

ただし、芦屋市住宅耐震化促進事業補助金 

 

 

＜根拠＞ 補助金交付決定通知       第     号 

令和  年  月  日 

 

補助金交付決定変更通知     第     号 

令和  年  月  日 

 

補助金確定通知         第     号 

令和  年  月  日 

 

上記のとおり、補助金を精算（概算）払いによって交付されたく、芦屋市住宅耐震

化促進事業実施要綱第１５条第１項（第２項）の規定により、請求します。 

 

  年  月  日 

 

芦屋市長  宛 

                     （〒659－8501） 

住 所 兵庫県芦屋市精道町 7番 6号 

 

氏 名 芦 屋  太 郎      印 

 

 振 込 先 

金融機関名 ○○銀行 支店名 ○○支店 

口座番号 ○○○○○○○ 預金種類 ■普通 □当座 □貯蓄 

フリガナ アシヤ タロウ 

口座名義（漢字） 芦屋 太郎 

 

記入しないこと。 

記入しないこと。 


